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河川を通しての陸から海への物質輸送
－腐植物質の特性と多勝成能－
長尾誠也（ね毎道大学大判完加求環斯ヰ学研究科）
河川水の溶存有機物研究の意義
河川を経由して陸場砂ら海洋へ輸送される物質は、
陸上生態系の物質循環のアウトプットで、ある。輸送さ
れる物質の中で、溶存有機物に着目した場合、河川
水は温暖化の現象解明のために重要な炭素循環の
中で、陸域から海洋への移行経路であり、陸域と海
洋の接点として位置づけられる。また、河川を通して
運ばれる陸上の有機物が沿岸域の生物生産に関与
してしも。例えば、沿岸域のプランクトンの増殖には、
陸からの栄養塩の供給が必要であり、その起源は
陸上の有機物である。陸域から供給される鉄は、プ
ランクトンの硝酸還元酵素や光合成色素の合成に
大きく関与し、プランクトンの成長には欠かすことが
出来ない成分である。この鉄を運ぶキャリアー として、
溶存有機物の大部分を占める腐植物質が重要であ
ると考えられている（Sholkovitzand Copland 1981: 
Hunter 1983：松永 1993）。そのため、アムール川
からの陸水の供給量が大きく、湿地等からの溶存有
機物と鉄の供給量が高し 1と考えられるオホー ツク海
沿岸での生物生産に影響を及ぼしている可能性が
指摘されている。そのため、アムールJ1とその周辺
海域でプランクトンの増殖に及ぼす鉄の効果、その
鉄を運ぶ腐植物質の役割を詳細に検討する必要が
ある。
河川水腐植物質の特性
1）腐植物質とは？
腐植物質とは、植物残差や微生物、プランクトンの
遺骸が微生物による分解を受け、その分解生成物
から化学的、生物的に合成された暗色（黄色一褐色
一黒色）の高分子有機酸の混合物であり、分子量、
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酸性官能基のpKa値ともに極めて多様である（石渡
1995）。土壌や堆積物にはアルカリ瀦夜に可溶だ、が、
pH2の酸性樹夜で、は沈殿を形成するフミン酸、どの
pHでも可Wょフルボ、酸、及びアルカリに不愉なヒユ
ーミンが存在する。天然水で、はフミン酸とフルボ、酸
カヰ街字している。
河川水の腐植物質の存在量は、地域の気候と流
域特性により変動する。通常の着色していない河川
水の溶存有機炭素濃度は o.o5~5mg/l、茶褐色に
着色した河川水の場合には 10~30mg/l で、腐植物
質は溶存有機炭素の 70~90%を占める。 また、腐
植物質のうち、フルボ、酸が 90%前後の割合で相主
する（ηlllrrnan1985: Malcolm 1990）。
2）構造糊主
Malcolm (1990）によると、河川水腐植物質は、土壌
腐植物質に比べて分子量の範囲が狭く、より低分子
である。河川水フルボ酸は、土壌フルボ、酸に比べる
と炭素含量が高く、酸素と窒素含量は低い。また、
13C-NMRスペクトルによる分析結果では、河川水フ
ルボ、酸は芳香族とカルボ、キシル基炭素が卓越し、
土壌フルボ、酸は多糖類の割合が高い。土壌フミン酸
の場合、窒素含量は4%程度で河川水フミン酸に比
べて約2倍高い。土壌フミン酸のメトキシ基のピー ク
は比較的強く、リグニンの分解生成物の寄与を示し
ている。一方、河川水フミン酸は、フェノー ル↑ti酸
基のピー クが土壌フミン酸に比べて明瞭である。
3激量元素との錯形鵡
腐植物質は、カルボ、キシル基やフェノー ル性水酸
基に富むことから、多価の原子価（3価一6価）を持
つ微量金属元素との親和性が強く、腐植物質錯体
を形成するため、水圏における微量金属の移行挙






